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毎　月10日・5日

福　岡　県　遠　賀　郡

水　巻　町　発　行

あたたかい師走の一時を

年末始年役場の休日

12月29日から1月3日まで役場の業務は休

ませていただきます。

なお、保育園、えぶり山荘、教養施設、体

育館、図書聖猪鱒グランドは28日から4日
まで休みます¢

ゲートボールで楽しむ婦人会の皆さん・

町の人口

（52年11月末現在）

人　口　　25．383

男　　　娼，296

女　　1告087

世帯数　　7．602

十
一
月
十
三
日
、
町
民
会
館
で
家
庭

婦
人
の
栄
養
知
識
の
こ
う
揚
と
軽
ス
ポ

ー
ツ
に
よ
る
運
動
不
足
解
消
を
目
的
と

し
た
婦
人
教
室
が
社
会
教
育
の
い
っ
か

ん
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

豊
か
な
食
生
活
の
改
善
と
主
婦
自
身

の
健
康
増
進
の
た
め
、
今
後
（
次
回
は

お
年
3
月
末
頃
）
と
も
、
こ
の
教
育
を

開
い
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
多

数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

体
力
つ
く
り

第
一
回
婦
人
健
康
教
室
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年
末
は
、
交
通
量
が
増
大
す
る
の
に

加
え
て
、
あ
わ
た
だ
し
さ
や
気
ぜ
わ
し

さ
か
ら
、
交
通
が
混
雑
し
、
更
に
忘
年

会
な
ど
で
、
飲
酒
す
る
機
会
も
多
く
な

り
、
そ
の
た
め
毎
年
交
通
事
故
が
増
え

て
い
ま
す
。

運
転
者
の
み
な
さ
ん
へ

・
酒
を
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
る
な

ら
飲
ま
な
い
こ
と

言
心
年
会
な
ど
で
、
酒
が
出
る
こ
と
が

予
憩
さ
れ
る
場
所
に
は
革
は
運
転
し

て
い
か
な
い
こ
と

。
歩
行
者
、
特
に
子
供
や
老
人
の
そ
ば

を
通
過
す
る
と
き
は
安
全
な
間
隔
を

保
ち
、
徐
行
又
は
一
時
停
止
な
ど
し

て
安
全
運
転
を
励
行
す
る

。
運
転
す
る

と
き
は
、

時
間
に
余

裕
を
も
っ

て
出
発
す

る
こ
と

歩
行
者
の

み
な
さ
ん
へ

い
や
す
い
危
険
な
行
為
は
し
な
い

。
夜
間
は
運
転
者
か
ら
見
え
や
す
い
、

明
る
い
目
だ
つ
色
の
も
の
を
身
に
つ

け
る
よ
う
に
す
る
こ
と

家
庭
の
み
な
さ
ん
へ

。
家
族
の
人
が
、
革
を
運
転
し
て
出
か

け
る
と
き
は
、
飲
酒
運
転
を
し
な
い

よ
う
「
ひ
と
声
」
か
け
て
注
意
し
ま

し
ょ
ふ
ノ

ｅ
道
路
の
横

断
は
、
遠
ま
わ
り
で
も
、
横
断
歩
道

を
利
用
す
る

。
斜
め
横
断
、
革
の
か
げ
か
ら
飛
び
出

し
た
り
、
革
の
直
前
、
直
後
の
横
断

は
し
な
い
こ
と

。
酒
に
酔
っ
て
ふ
ら
つ
い
た
り
座
っ
た

り
、
寝
そ
べ
る
な
ど
交
通
事
故
に
あ

ゆ
く
年
く
る
年
み
ん
な
で
防
犯

年
末
に
な
る
と
各
種
の
犯
罪
や
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
次
の
こ
と
な
ど

を
注
意
し
て
明
る
い
年
末
を
す
ご
し
ま

し
ょ
，
つ
。

●
ス
リ
、
ひ
っ
た
く

り
に
ご
用
心

・
盛
り
場
や
混
雑
す

る
場
所
へ
行
く
と

き
は
必
要
以
上
の

現
金
は
持
ち
歩
か

な
い
よ
う
に
す
る

・
女
性
の
夜
間
の
ひ

と
り
歩
き
や
混
雑

す
る
場
所
で
の
持

け
て

・
外
出
や
就
寝
時
に
は
カ
ギ
か
け
の
点

検
を
行
い
、
確
実
な
戸
締
り
を
す
る

。
家
を
留
守
に
す
る
場

合
は
お
隣
り
へ
ひ
と

使うｉ火を消す幸三
癒すな月と心

声
か
け
て
留
守
を
頼

ん
で
お
く

●
暴
力
を
見
た
り
閲
い

た
ら
一
一
〇
番
▼

・
飲
酒
す
る
機
会
が
多

く
な
り
、
大
ト
ラ
、

小
ト
ラ
や
暴
力
団
員

の
い
や
が
ら
せ
、
け

ん
か
、
た
か
り
な
ど

瓜
傲

▼
真
赤
な
炎
に
ま
ど
わ

さ
れ
る
な

火
事
／
油
や
灯
油
の

火
が
裏
赤
に
な
っ
て
パ

ッ
と
火
の
手
を
あ
げ

る
。
カ
ー
テ
ン
や
障

子
、
ふ
す
ま
に
移
っ
て

赤
い
炎
が
メ
ラ
メ
ラ
と

立
ち
あ
が
る
。

し
か
し
、
こ
の
炎
、

派
手
な
わ
り
に
消
し
て

し
ま
え
ば
、
な
ん
だ
こ

の
位
だ
っ
た
の
か
と
、

ビ
ッ
ク
リ
す
る
程
焼
け

あ
と
は
大
き
く
な
い
も
の
で
す
。

つ
ま
り
落
ち
つ
い
て
消
火
に
あ
た
る

こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
い
う
わ
け
で

す
。
▼
消
火
の
コ
ツ

水
は
こ
の
よ
う
に
か
け
る

①
床
面
が
燃
え
て
い
る
と
き
は
、
火
の

中
心
か
ら
か
け
始
め
、
だ
ん
だ
ん
と
周

り
に
か
け
る
。
水
は
ま
と
め
て
勢
い
よ

く
ド
ッ
と
か
け
る
。

⑧
板
壁
、
ふ
す
ま
な
ど
、
立
ち
上
り
面

の
場
合
は
、
上
の
万
か
ら
水
を
ま
く
気

持
で
、
半
円
を
描
く
よ
う
に
か
け
る
。

㊥
板
壁
な
ど
木
材
の
火
は
、
表
面
消
火

後
、
裏
側
に
も
十
分
か
か
る
よ
う
に

二
、
三
杯
か
け
て
お
く
。

④
浴
槽
の
水
は
抜
か
ず
、
浴
室
に
は
、

バ
ケ
ツ
を
必
ず
置
い
て
お
く
。

▼
消
火
器
は
使
え
ま
す
か

消
火
器
を
火
を
中
に
投
げ
こ
ん
だ
が

ぜ
ん
ぜ
ん
消
え
な
か
っ
た
の
で
す
。
こ

の
人
は
あ
わ
て
て
い
た
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
消
火
器
が
火
の
中
で
自
動
的
に

消
火
機
能
が
動
き
出
す
と
思
っ
て
い
た

と
い
う
笑
え
ぬ
実
話
で
す
が
、
消
火
器

は
人
の
手
で
操
作
し
な
け
れ
ば
、
役
に

は
立
ち
ま
せ
ん
。
も
う
一
度
、
あ
な
た

も
消
火
器
に
つ
い
て
の
知
識
を
身
に
つ

け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
火
事
の
問
い
合
せ
は
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ

ド
で
、
遠
賀
川
局
　
〇
九
三
二
九

（
三
）
三
九
二
一
～
三
九
二
五

（
5
2
・
1
～
5
2
・
1
0
）

火
年
末
年
始
の

水
道
修
理
担
当
会
社

1

2

月

2

8

日

1

2

月

2

9

日

1

2

月

3

0

日

1

2

月

3

1

日

ｌ

月

ｌ

日

ｌ

月

2

日

ｌ

月

3

日

ｌ

月

4

日

福
山
建
設
（
合
6
0
3
・

4
3
0
7
）

入
江
設
備
（
食
6
0
1
・

2
5
1
1
）

森
田
電
気
工
務
店
（
曾
6

9
1
・
0
2
7
4
）
・

大
橋
商
会
（
脅
6
9
1
・

4
5
3
6
）

石
橋
鉄
工
所
（
曾
6
9
1

・
2
7
5
2
）

河
野
工
務
店
（
曾
6
9
1

・
5
2
7
6
）

昭
和
水
道
土
木
（
舎
6
9

1
・
1
0
6
0
）

飯
野
工
務
店
（
曾
6
1
1

・
1
0
0
4
）

ち
物
に
は
十
分
注
意
す
る

ｅ
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
を
利
用
す
る

際
に
は
二
人
で
行
動
す
る

●
お
出
か
け
は
ひ
と
声
か
け
て
カ
ギ
か

は
、
す
ぐ
連
絡
を

。
自
分
の
飲
酒
量
を
わ
き
ま
え
て
、
い

い
が
か
り
を
つ
け
ら
れ
る
ス
キ
を
つ

く
ら
な
い
よ
う
に

年
末
年
始
「
急
病
セ
ン
タ
ー
」
開
設

年
末
年
始
の
急

病
患
者
を
診
療
す

る
た
め
、
遠
賀
・

中
間
医
師
会
の
協

力
で
「
急
病
セ
ン

タ
ー
」
を
設
け
ま

す
。

◇
場
所
　
水
巻
町
頃
末
　
遠
賀
保
健
所

内

（

曾

6

9

1

・

4

1

6

1

、

6

9

1

㍉

0

6

2

9

）

◇
日
時
　
1
2
月
3
1
日

ｌ

月

ｌ

日

ｌ

月

2

日

ｌ

月

3

日

1

2

時

～

1

8

時

1

2

時

～

1

8

時

1

0

時

～

1

8

時

1

0

時

～

1

8

時

◇
注
意
1
、
診
察
は
保
険
扱
い
で
す
。

必
ず
印
鑑
、
保
険
証
、
生
活
保
護

証
と
老
人
医
療
証
、
乳
幼
児
医
療

証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

2
、
原
則
と
し
て
往
診
は
い
た
し
ま

せ
ん
。

※
1
2
月
1
0
日
号
の
日
時
で
ｌ
月
。
中
日
，

1
0
時
～
1
6
時
は
誤
り
で
1
0
時
～
1
8
時
で

す
の
で
お
詫
び
訂
正
し
ま
す
。

【‥一・‥・
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農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
の

申
請
書
提
出
…
‥
・
1
月
5
日
ま
で

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
昭
和
5
3

年
度
水
巻
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
作
成
の
た
め
、
選
挙
人
名
簿
登
載

申
請
書
を
各
地
区
の
生
産
組
合
長
を
通

し
て
各
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
権
を
有
す

る
者
の
資
格
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
農
業
委
員
会
の
区
域
に
住
所
を
有

す
る
人

二
、
1
0
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し

て
い
る
人

三
、
年
間
6
0
日
以
上
農
作
業
に
従
事
す

る
人

四
、
年
令
は
2
0
歳
以
上
の
人
（
昭
和
3
3

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

各
世
帯
で
昭
和
5
3
年
1
月
1
日
現
在

で
申
請
書
を
記
入
し
、
1
月
5
日
ま
で

に
生
産
組
合
長
に
提
出
し
て
く
だ
さ

ヽ

　

0

－
．
ｈ
Ｙ

福

岡

県

最

低

賃

　

金

　

改

　

正

福
岡
県
内
の
事
業
所
で
は
、
5
2
年
1
0

月
2
4
日
か
ら
次
の
最
低
賃
金
額
以
上
を

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

1
日
　
2
2
3
6
円
（
1
時
間
2
0

8
円
）

ま
た
、
1
2
月
3
0
日
か
ら
産
業
別
で
は

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

。
食
料
品
製
造
業
　
2
4
5
0
円
（
3

0

7

円

）

。

繊

維

産

業

　

2

4

6

0

円

（

3

0

8

円
）

・
木
材
木
製
品
製
造
業
　
2
6
0
0
円

（

3

2

5

円

）

い
家
具
装
備
品
製
造
業
　
2
4
2
0
円

（

3

0

3

円

）

・
出
版
印
刷
同
関
連
産
業
　
2
6
7
0

円

（

3

3

4

円

）

・
ゴ
ム
製
品
製
造
業
　
2
5
2
5
円

（

3

1

6

円

）

。
窯
業
土
石
製
品
製
造
業
　
2
5
4
0

円

（

3

1

8

円

）

。
機
械
金
属
製
品
等
製
造
業
　
2
5
9

0

円

（

3

1

8

円

）

。
卸
売
業
小
売
業
（
飲
食
店
除
く
）

2

4

0

5

円

（

3

0

1

円

）

・
自
動
車
整
備
業
　
2
5
5
0
円
（
3

1

9

円

）

こ
の
最
低
賃
金
額
に
は
、
精
皆
勤
・

通
勤
・
家
族
・
残
業
手
当
な
ど
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
。
不
明
な
点
は
県
労
政
課
ま

消
防
出
　
初

▼
目
時
　
1
月
8
日
　
午
前
1
0
時

′
▼
場
所
　
水
巻
南
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

（
下
二
）

遠
賀
郡
四
力
町
消
防
団
と
遠
賀
郡

消
防
署
が
合
同
で
分
列
行
進
、
ボ
ン

式
の
ご
み
、
ん
な
い

プ
操
法
な
ど
日
頃
の
活
躍
ぶ
り
を
披

露
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
家
族
そ
ろ
っ
て

参
観
さ
れ
、
消
防
団
と
消
防
活
動
に

対
す
る
理
解
を
深
め
ら
れ
ま
す
よ
う

お
醸
い
し
ま
す
。

た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
へ
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

町
教
育
委
員
会
で
は
一
月
十
五
日
、

町
民
会
館
で
成
人
式
を
行
い
ま
す
。
十

二
月
中
に
新
成
人
の
か
た
（
昭
和
三
十

二
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
一
二
十
三
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
各
自
に

案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。
該
当
者
の
か

た
で
案
内
状
が
届
か
な
い
場
合
は
、
至

急
教
育
委
員
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

正
月
3

ガ
日
は

遠
距
離

通
話
割

弓

短
歌
の
会
が
十
二
月

十
四
日
、
町
民
会
館
で

式
盛
大
に
発
会
式
が
開
か

れ
ま
し
た
。
短
歌
を
通

会
し
て
地
域
文
化
の
向
上

と
お
互
い
の
友
好
を
深

発
め
、
心
豊
か
な
生
活
を

つ
く
ろ
う
と
町
内
か
ら

会
多
数
の
か
た
が
入
会
さ

れ
ま
し
た
。

広卓好

「

（3）

歌短巻水

会
長
に
は
田
中
秀
樹

氏
（
猪
熊
町
住
）
が
選

ば
れ
、
例
会
は
月
二

回
、
会
費
は
月
額
五
百

円
と
決
ま
り
ま
し
た
。

入
会
を
希
望
さ
れ
る

か
た
は
、
教
育
委
員
会

の
方
に
申
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

第
四
回
少
女
ポ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

十
一
月
二
十
日
、
勤
労
青
少
年
体
育

セ
ン
タ
ー
と
水
巻
中
体
育
館
の
両
会
場

で
ポ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
ポ
ー
ト
ポ
ー
ル
も
授
業
に
と
り

い
れ
ら
れ
る
な
ど
、
身
近
な
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
愛
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。こ
の
日
も
一
八
チ
ー
ム
、
一
八
〇
名

の
選
手
を
集
め
て
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ

ら
れ
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
、
四
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
勝

ち
進
ん
だ
高
松
、
み
ず
ほ
、
梅
ノ
木
、

吉
田
二
の
四
チ
ー
ム
の
準
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
が
行
な
わ
れ
、
み
ず
且
チ
ー
ム

が
高
松
チ
ー
ム
を
5
6
対
2
1
で
放
り
、
昨

年
に
続
き
優
勝
し
ま
し
た
。

おめでとうは

ダイヤル通話で

層
ご
ぶ
さ
た
し
て
い
る

あ
の
か
た
に
、
元
気
な

声
を
聴
か
せ
て
あ
げ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か

正
月
三
ガ
ロ
は
、
六

〇
短
以
遠
の
地
域
へ
の

ダ
イ
ヤ
ル
市
外
通
話
が

昼
間
で
も
夜
間
と
同
じ

割
引
に
な
り
ま
す
。

（
平
均
四
割
引
、
た
だ

し
、
夜
間
通
話
は
平
常

と
同
じ
。
一
〇
〇
番
通

話
は
割
引
な
し
）

タ
コ
あ
げ
は
広
っ
ぱ
で

電
線
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
タ
コ
は

絶
対
に
あ
げ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

万
一
、
タ
コ
が
電
線
に
か
か
っ
た
ら

危
険
で
す
か
ら
自
分
で
と
ら
ず
、
近
く

の
九
州
電
力
営
業
所
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
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電
話
加
入
者
の
公
売

町
で
は
、
電
話
加
入
権
の
公
売
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

◆
日
時
　
1
月
1
0
日
　
午
前
1
0
時

◆
場
所
　
役
場
東
別
館
第
三
本
議
室

◆
公
売
数
量
　
電
話
加
入
権
1
台

◆
公
売
方
法
　
入
札

旅

券

申

請

に

必

要

な

書

類

旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
を
申
請
し
ょ

う
と
す
る
人
は
、
次
の
書
類
が
必
要
で

す
。
な
お
、
申
請
も
受
取
り
も
必
ず
本

人
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
必
要
書
類

①
一
般
旅
券
発
給
申
請
書
　
　
二
通

⑧
戸
籍
抄
（
謄
〕
本
　
　
　
一
通

㊥
写
　
真
　
　
　
　
　
　
　
二
葉

（
5
謝
×
5
倒
、
上
半
身
、
無
背

景
、
無
帽
）

④
渡
航
費
用
を
確
認
す
る
書
類

・
観
光
の
場
合
、
次
の
い
ず
れ
か
一
つ

①
頭
金
通
帳
　
㊥
前
年
度
の
源
泉
徴

収
票
　
㊦
旅
行
引
受
書

・
業
務
の
場
合
　
出
張
命
令
書

⑤
身
元
を
保
証
す
る
書
類

①
住
民
票
一
通
　
㊥
官
製
ハ
ガ
キ

一
枚
　
㊦
運
転
免
許
証
ま
た
は
健

康
保
険
証

⑥
印
鑑

二
、
交
付
ま
で
の
所
要
時
間

受
付
け
た
日
の
翌
日
か
ら
十
日
目

（
当
日
が
公
休
日
の
場
合
は
そ
の
翌

日
）
以
降
に
交
付

三
、
問
合
せ
先
　
福
岡
県
渉
外
課
旅
券

係

（

魯

0

9

2

・

7

4

1

・

3

1

2

6
）

通
信
教
育
で
技
能
士
に

▼
科
目
一
級
　
機
械
加
工
科
　
仕
上
げ
科

二
級
　
板
金
科
　
建
築
科
　
配
管
科

な
ど
二
十
九
科
目

▼
受
講
料

一
級
　
七
千
円
（
教
科
書
代
含
）

二
級
　
五
千
円
（
　
〃
　
〃
　
）

▼
期
間
一
か
年

▼
申
込
み
期
間
　
随
時

▼
特
典
　
修
了
者
に
は
受
講
し
た
科
の

技
能
検
定
の
学
科
試
験
が
免
除
さ

れ
ま
す

申
込
用
紙
交
付
、
問
合
せ
は
八
幡
総

合
高
等
職
業
訓
練
校
（
曾
6
4
1
・
6

9
0
9
）
八
幡
西
区
穴
生
三
丁
目
ま
で

小
倉
総
合
高
等
職
業

訓
練
校
生
徒
募
集

▼
高
卒
者
訓
練
課
程
（
男
女
一
年
間
）

機
械
製
図
科

▼
中
卒
者
訓
練
課
程
（
男
女
二
年
間
）

機
械
科
　
溶
接
料
　
自
動
車
整
備

科
　
擢
築
科
　
印
刷
料
　
塗
装
科

▼
願
書
締
切
り
一
月
三
十
一
日

▼
試
験
日
　
　
二
月
七
日

詳
し
い
こ
と
は
最
寄
り
の
職
業
安
定

所
ま
た
は
小
倉
職
業
訓
練
所
（
曾
9
2

1

・

1

4

5

7

）

ま

で

。

郷
土
史
愛
好
家

の
み
な
さ
ん
へ

芦
屋
町
郷
土
史
研
究
会
か
ら
、
こ
の

お
か

度
「
崗
」
と
い
う
郷
土
史
が
発
刊
さ
れ

ま
し
た
。

内
容
は
、
鎌
倉
時
代
の
経
簡
発
見
に

か
ゝ
わ
る
話
、
空
也
伝
説
、
芦
屋
昔
話

な
ど
で
す
。

ご
希
望
の
か
た
は
、
芦
屋
町
教
育
委

員
会
内
郷
土
史
研
究
会
、
田
中
八
郎
先

生
か
町
教
育
委
員
会
・
中
島
ま
で
申
込

み
く
だ
さ
い
。
代
金
は
一
部
五
百
円
で

す
。
盲
の
…
配
。
慧
談

▼
日
時
　
1
月
6
日
、
1
7
日
、
2
6
日

い
ず
れ
も
1
3
時
～
1
6
時

▼
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

▼
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
か
た
く
守
り

ま
す
。
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
お
気

軽
に
相
談
を
。

ーお　　　礼一

香典返しとして、次のかたから社会福祉協議会にご寄贈があ

りました。ご冥福をお祈りいたしますとともにあっくお礼申し

上げます。

上　二　　　枚森安一朋殿　森安　寿枝殿

みずほ団地　故長田　尚殿　長田マスヱ殿

富田団地　　故斉藤義夫殿　斉藤　久雄殿

ｌ

11月し尿汲取予定日

！1日　正月休み

ｉ　2日　　ク

3日　　ク

4日　頃末、猪熊

5日　頃末、鯉口、唐の熊県住、片山、
猪熊

6日　鯉口、唐の熊県任、御輪地、車返

し、ヌメリ石、本村（1、2組）

7日　御輪地、車返し、垣添、緑風園、

宮尾、古賀、机

垣添、緑風園、中央区、松栄荘、

頃末（15、18、25区）、頃末（6、
11、14区）

10日　中央区、月夜待、川端通、商店街

松栄荘、頃末（1518　25区）、

美吉野、御輪地、頃末（61114
区）

叫日　伊佐座、立屋敷、県道筋、大橋通
り、革近東、美吉野、樋ＦＬ

12日　吉田本村、下二、二、下二町住、
二町住、高松区、三ツ頭区、新生

衝（山ノロ団地）樋口

13日　机社宅、古賀区、樋口
14日　宮ノ下社宅、古賀区

17日　吉田団地、古賀区、猪熊町住

18日　吉田団地、鯉口区

19日　富田団地、鯉口区、古賀県住
20日　伊佐座、下二、二、吉田本村、鯉

口区、古賀、樋口

23日†梅ノ木区
24日　みずほ団地、梅ノ木区

25日　みずほ団地、幼稚園通り、梅ノ木

区　1

26日　幼稚園通り

27日　猪熊

28日　猪熊

30日　猪熊

ｉ　31日　猪熊

日　曜　在　宅　医

12月25日　入　江　医　院　外　科　頃　末　書601－3320

1月8日　楠　本　医　院　内・児科　大勝桶曾㈱3－24－0385

□
　
発
行
人

蛮

覧

伊

藤

衛

門

『

締

集

水
巻
　
町
企
画
財
政
課
　
（
電
　
話
　
6

口
　
印
　
刷
　
冷
　
牟

田

印

刷

ノゝ
ｌ＝1

資

会　1月15日　前　原　病　院　内・児科　樋　口　曾691－0553

社　　1月22日　坂　口　医　院　産婦人科　頃　未　脅69ト2943

原則として往診は致しません。ア


